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ゆ

一

蹴

勅

J
l

4 木ー

下

手日

/
夫

一
九
こ
九
年
以
後
四
世
界
恐
慌
の
殺
訓
段
、
ー
各
岡
政
府
を
し
で
財
政
政
策
白
新
た
る
意
義
を
認
識
せ
し
め
た
。
即
ち
岡
氏
白
寅
質

的
所
得
白
最
大
化
と
そ
の
分
配
白
調
馨
え
が
財
政
政
策
の
積
観
的
目
棋
と
怠
る
と
共
忙
‘
盟
た
る
不
況
針
策
を
超
え
た
↓
般
的
危
景

翁
政
策
と
し
て
の
財
政
政
策
白
意
義
が
京
繭
せ
ら
れ
て
来
た
o

h

は
ピ
此
政
が
岡
民
粧
体
に
謝
し
て
有
す
る
特
殊
の
公
経
神
的
特
格

4

へ
町
一
反
省
が
要
請
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
か
〈
で
何
れ
も
政
策
陀
よ
る
公
共
投
資
及
ぴ
消
費
財
需
要
増
加
の
方
向
に
進
む
こ
・
と

に
よ
り
常
町
白
恐
慌
克
服
に
努
め
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
ち
の
政
策
は
最
近
の
指
導
的
経
桝
鑓
勤
理
論
が
敦
ふ
る
所
白
、
い
は
w
h

沈

滞
よ
り
の
上
昇
溜
動
に
到
す
る
刺
殺
の
う
ち
叶
最
も
容
易
且
つ
直
接
的
た
る
方
法
ぶ
選
ん
だ
に
過
ぎ
ぬ
。
お
よ
そ
創
造
信
用
に
よ
る

公
共
投
表
、
政
府
公
共
事
業
及
び
慨
指
的
は
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ポ
リ
シ
イ
と
稀
せ
ら
る
i
h

も
の
等
総
て
己
の
刺
戟
に
他
な
ら
ぬ
s

d

も
と
よ
り
景
気
政
策
と
し
て
の
財
政
政
策
の
課
題
が
、
そ
の
他
の
契
機
を
遁
巴
て
極
め
て
康
範
聞
に
瓦
る
も
白
で
る
る
と
と
は
諮
ぷ

る
ま
で
も
紅
一
ぃ
。
然
し
先
づ
我
々
に
と
っ
て
は
、
と
れ
巨
資
本
財
並
に
消
費
財
郁
門
に
興
へ
ち
る
る
刺
品
叫
が
経
済
の
波
動
に
如
何
左

序

， 
、い，



る
作
用
を
及
す
か
、
延
い
て
己
れ
ら
の
財
政
政
策
が
景
気
政
策
と

L
て
採
用
さ
高
ぶ
理
論
的
基
礎
如
何
一
の
問
題
が
生
や
る
。

O

る

然
し
悶
冶
聞
は
更
に
現
資
的
と
な
る
一
。
我
が
財
政
政
策
の
焦
献
は
総
ゆ
る
費
金
白
調
達
ー
と
イ
♂
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
防
止
と
に
向
け
ら
J
計

れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
我
々
が
注
目
午
べ
き
は
、
一
方
岡
地
大
宮
資
金
色
供
給
し
他
方
岡
内
忙
於
け
る
イ
ン
フ
レ
ヲ
ョ

y
の

脅

威

を

吋

酢
y

E

 

抑
止
す
べ
き
財
政
政
策
の
緊
急
在
る
課
題
で
色
る
。
従
来
採
ら
れ
来
っ
た
財
政
諸
政
策
そ
の
も
の
は
一
止
鵡
を
射
あ
て

L
ゐ
た

t
L
内

船

‘

四

累

で
も
、
尚
た
の
運
用
の
白
書
を
諮
る
巨
未
だ
吟
味
す
べ
き
鈴
加
が
ま

2
E
Z。
ど
の
た
め
忙
我
々
は
、
『
従
来
の
財
政
経
山
哨

持
制
論
D
毅
ふ
る
所
の
諸
々
の
武
器
を
再
検
討
し
つ
つ
現
寅
を
擬
税
せ
ね
ー
た

ιぬ
。
か
〈
古
援
の
景
気
政
策
と
し
て
の
財
政
政
策
山
内

の
意
義
と
目
的
と
は
自
ら
強
化
ー
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
ま
十
る
翌
則
的
根
擦
の
吟
味
と
を
判
明
な
切
3
腕
団
主
我
々
陀
提
供
す
る

J

阿
川

も
の
忙
一
他
た
ら
ね
o

悲
に
我
々
'
は
土
づ
乗
数
理
論
及
ぴ
加
速
度
原
則
自
一
一
つ
の
時
耕
uE
以
て
、
政
府
支
出
の
刺
戟
が
作
用
す
る
程
A
w
m

噸

'
I
9
4
 

8

J

 

の
機
構
的
側
商
の
分
析
か
ら
出
強

τ。
。
、
木
稿
は
「
財
政
政
策
と
図
民
所
得
L

研
究
の
一
一
備
で
あ
り
、
乗
数
訓
告
耐
と
加
山
過
度
原
則
と
詰
争

の
綜
合
及
び
十
阜
、
の
具
悌
例
た
る
す
二
ヱ
ル
ソ
V

の
分
析
の
批
評
を
試
み
旬
。
。
(
本
稿
陀
於
い
て
は
封
鎖
的
問
時
純
情
を
前
提
在
、
?

ι

J

H

Z

H

、。
F

円

ι

叩

h
ナ

-

v

p

一

〉

一

，

叫

町

一

隅

「
周
知
町
如
〈
乗
数

(EHZZ冒
)
ら
ど
い
い
ふ
迎
論
的
武
器
を
始
め
て
経
済
迎
論
陀
議
入

L
た
カ
T
N

引
に
在
つ
て
は
、
投
資
財
産
業
D
鹿

h
M一副

e
u
E
 

備
増
加
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
十
る
全
雇
傭
と
の
比
率
、
即
ち
鹿
傭
乗
数
{
E
M
M
1
4
5己

E
-
S
E
)が
問
題
・
と
せ
ら
れ
た
玄
弓

n
Eぷ
~
U
4哨

?

?

投

書

Z
Iよ
る
投
資
財
産
業
の
第
一
次
履
怖
の
説
、
官
童
怖
の
ま
)
が
、
新
投
資

ιそ
れ
よ
り
手
る
所
得
と
の
比
率
、
問
問
問

所
謂
投
資
操
教
官

5
5
2
J
Z寄
与
の
概
念
を
創
案
し
た
の
て
一
般
迎
論

L
Z
2
7
z
z
h。
ケ

イ

ピ

ズ

白

乗

ヰ

払

激
組
論
は
敬
和
T
来
由
申
界
の
中
心
的
テ
ェ
主
で
あ
り
凱
比
一
経
一
的
割
論
比
一
於
一
ゆ
る
い
は
Y
常
識
E
化
L
て
ゐ
る
が
a
論
一
連
の
順
序
と
し
?

R

m

f

そ
の
批
評
的
側
面
か
ら
略
述
す
る
。

司
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第
六
十
番

コ

保
守
千
六
日
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、オL

乗
披
分
析
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原
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静
六
十
巻

コ
Eg 

静岡・
E
主
観

ρ

粟
政
分
析
と
加
越
度
開
則
-

ケ
イ
J
ズ
民
よ
れ
ば
、
乗
数
ん
は
消
費
性
向
一
定
の
揚
合
、
投
資
と
所
持
と
の
聞
の
罪
確
た
ち
関
係
注
設
定
す
♂
。
日
出
を
投
斐
I

J

の
増
分
、
げ
在
所
得
Y
の
増
分
と
す
れ
ば
、
』
吋
刊
n
E
H
帥
ち
総
投
資
の
靖
氏
吋
が
あ
れ
ぽ
所
得
は
投
資
器
分
り
ん
俗
世
八
け
増
加
ナ

ー
る
己
と
を
知
る
。

Y
が
打
だ
貯
増
加
す
る
と
吹
さ
消
費
C
の
榊
分
を
川
?
と
す
れ
ば
、
所
調
限
界
消
喫
性
向
は
刊
行
で
あ
る
。

8
を
以

?
節
約
を
示
せ
ば
、
T
q
+
h
w
K
T
E
+
包
而
も
十
二
世
っ
て
?
宇
h
h
止
の
+
』
阿
佐
ソ
H
H
直
+

h

H

民

』

剛

、

，

h
岡、

h

h

H

』

。

同

十

IM--め
.

判
〕
叶

+
J
町
従
っ
て
叫
吋
H
H
l
吋
帥
ち
静
U
H
A
円
か
く
一
て
ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
で
は
、
乗
数
は
限
界
消
費
壮
向
(
1
2
1
E
H

ー

叫

吋

一

唱
。
守
E昌司

Z
o
a
E
5
0
)
ι
い
ふ
言
、
葉
予
定
義
さ
れ
る
。
帥
ち
}
者
二
個
の
名
稽
を
得
た
に
過
ぎ
ぬ
〔
と
れ
が
タ
イ
μ

ズ
四
方
程
式
町
一
過
剰

決
定
を
欝
す
隠
困
と
な
る
)

o

冊
も
ケ
イ
A

F

f

は
消
費
性
向
に
闘

ιて
二
個
の
概
念
を
有
七
、
乗
数
忙
関
係
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
形
式
的

意
味
の
ぞ
れ
で
あ
り
、
他
は
日
常
経
験
よ
り
す
る
心
理
的
意
味
の
そ
れ
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
杢
く
異
る
己
の
雨
概
一
位
陀
同
で
名
稀

を
用
ひ
、
後
官
札
前
者
を
代
入
す
る
己
と
に
よ
っ
て
乗
組
理
論
の
論
詩
を
行
山
。
己
の
判
概
念
白
線
同
は
他
の
側
一

T
Jず

b
b
ぽ、

引
一
事
前
分
析
(
2
E
R
E
M
』
百
品
、
と
宮
崎
慣
分
析
官
官
ω
Z
E
H
3
5
}
と
の
協
同
で
あ
吻
、
而
も
投
資
節
約
均
等
と
い
ふ
事
後
的
命
題
の

存
否
は
彼
の
一
束
数
迎
諭
白
蹄
趨
を
決
定
す
る
。
突
に
ケ
イ
シ
ズ
に
主
れ
ば
、
伎
の
乗
数
割
論
の
論
詮
は
ぽ
陀
均
衡
に
於
い
て
の
み
首

篠
宮
も
白
で
は
な
い
。
一
一
日
ふ
ま
で
も
な
く
抽
出
数
理
論
は
岡
氏
所
得
水
準
の
決
定
に
於
け
る
投
資
自
刺
域
的
重
県
性
の
認
識
に
他
た
ら

し
ぬ
。
而
も
と
白
認
識
の
背
後
に
は
、
消
費
と
節
約
と
が
困
民
所
得
水
準
の
鍵
化
に
密
接
に
閥
鳴
す
る
と
い
一
ふ
前
提
一
が
あ
る
。
投
資
、

pν
チ

Z
F
γ
ぇ
リ
イ

消
費
及
び
閥
民
所
得
白
諸
萱
は
一
際
瞬
間
的
に
決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
ケ
イ
ン
ズ
は
乗
教
訓
論
に
あ
ら
ゆ
る
服
聞
に
於
け

る
安
常
牲
を
許
し
h
o
然
L
か
L
V
る
際
問
的
関
係
は
放
し
て
安
定
的
で
は
左
い
。
極
端
た
る
短
期
を
考
ヘ
れ
ぽ
、
投
資
増
加
ー
に
よ
る

¥
消
費
増
分
は
皆
無
か
或
は
極
少
量
で
る
ら
う
。
従
っ
て
ケ
イ
V
1
の
瞬
間
的
関
係
は
相
劃
的
九
静
態
に
於
い
て
起
る
型
の
「
静
態
的

関
係
」
と
見
得
可
制
ロ
パ
ア
ト
ソ
シ
は
乗
数
理
論
を
一
定
期
間
陀
於
け
る
表
式
を
以
で
詑
明

L
で
ゐ
ヤ
ロ
パ
ア
ト
ソ
日

D
論
詮
は

可

木村健康教授rヶ1 "ズ白新噂説に闘す，';1;ー怪書」値商島持論集， λ乱ニ凱"'ti: 
61; J.-M. Keyri.es， The GeneuiJτneo!:x. ~f E_mpl?~;Pl~rl: t， Inte_rest and M，?ney; 
~~J6-， _.PP'， :I :t4=Üs'・ 4)_~. VO~ !faberl~r， Mr. _~~yn~s' J'heCl.ry cif'Ul~ 
・恥u1titlie:'t'，' Zeitschrirt 印rNatio田 lokonomie.B.d. VIJJ I:I. -3.， pp. 3C;3.-395 
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継
続
的
自
、
知
期
繰
返
さ

ιミ
投
資
、
従
っ
て
毎
期
織
制
的
[
均
加
す
る
所
得
そ
問
題
と
す
る
。

E
白
試
み
と
、
投
資
を
一
伺
嗣
ヴ

d

す

の
も
の
と
1
そ
れ
に
よ
っ
て
誠
る
期
同
に
鷲
ち
さ
る
L
鴨
川
符
左
問
題
止
す
る
ホ
ウ
ト
レ
イ
の
乗
数
解
稗
と
を
剥
伏
せ
し
む
る
と
在
、
句
岬
叫
一
山

ケJ

イ
ン
J
A

の
民
意
が
何
れ
に
あ
っ
た
が
比
不
明
で
あ
る
。

γ
ヨ
一
一
計
四
試
み
売
二
つ
の
表
式
(
司

2
rび
予
告
)
は
じ
の
冊
析
を
問
題
「
と
川
崎
h

司副

e

，

し
た
も
の
で
も
γち
う
。
然
し
己
白
己
主
迭
に
論
守
る
ま
で
も
な
い
。
蓋
し
シ
ョ

Z
三
の
き
叫
に
は
本
質
的
の
書
官
民
γ
、
，

t
M

仰
れ
の
解
離
に
上
る
も
、
ゲ
イ
ン
一
ズ
乗
数
迎
一
論
の
い
は
w
h

「
静
曲
即
位
」
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
。
邸
ち
ロ
バ
ナ
土
二
回
論
詮
に
見

U
M
h
J

ま
Jm

レ

ち
る
h
様
K
、
乗
数
の
寅
現
さ
る
ミ
の
は

r
期
に
互
づ
て
始
め
て
で
あ

h
Zプ
レ
シ
ア

Tsツ回一方一
-
K
於
い
て
は
第
M
A

期)、

E

D
岨
朝
合
に

4
5
d

!w'd 

去
っ
て
官
庁
乗
数
理
論
が
首
綴
る
。
か
て
て
ケ
イ
シ
ズ
の
乗
組
割
論
ぽ
或
る
穏
の
静
態
(
商
品
士
の
勺
一
積
の
短
期
的
時
的
拘
霊
協
同
噌

一
民
泊
み
愛
首
し
そ
の
ま
h
動
率
的
分
析
に
盟
問
し
空
位
。
一
ル
シ
下
ベ

P
ィ
の
岨
自
制
す
る
様
陀
、
乗
敢
闘
数
は
経
偵
捜
動
白
織
列
k
h
I
1
4ザ

つ
れ
て
鐙
化

L
、
閥
系
中
に
於
け
る
鐙
数
止
し
て
、
説
明
さ
れ
お
ぽ
在
ら
ぬ
。
輩
レ
経
済
循
環
の
特
性
は
新
投
資
と
治
安
支
出
と
の
叫
4
川
昭

り

例

o
n
一p-

聞
の
慣
値
的
関
係
一
の
礎
化
に
布
り
、
理
論
は
乗
数
の
強
化
を
巴
モ
説
明
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

J
L
g
u
F

'
U
3
D

、

z
u
k
ん
U
M門

然
し
乍
ら
投
資
が
消
費
よ
り
も
念
激
陀
縫
動
す
る
占
・
い
ふ
事
官
よ
り
し
て
、
乗
数
が
そ
れ
官
臆
じ
て
帥
型
化
す
る
と
言
へ
る
で
あ
ち
叫
b

H

J

、

う
か
。
投
資
と
襲
名
比
卒
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
投
資
り
消
費
益
す
る
作
用
重
県
)
立
る
す

E
t消
費

富

山

榊

副

主
剥
ず
る
作
刑
に
も
左
右
さ
れ
月
後
者
の
関
係
を
説
明
す
る
匹
ゆ
が
話
相
佐
官
仙

(iEO国
吉
皇
内
)
陀
他
な
ら
ぬ
。
ふ
向
山

ケ
イ
ン
ズ
宗
教
訓
論
は
よ
自
ら
認
を
る
管
制
遺
産
則
、
旨
g
第
二
次
的
投
資
む
作
応
義
型
る
所
に
成
立
す
る
。
従
J

明
日

、
誌
叩
副
町

つ
で
持
働
及
ぶ
生
庫
設
備
に
徐
力
あ
る
揚
企
川
源
期
の
分
析
と
し
て
は
主
脅
し
得
る
が
、
長
期
の
分
析
と
し
て
は
不
完
盈
で
あ
り
而
明
一
一
寸

品
官
監
L
て
現
賃
上
り
遠
か
ら
し
め
一
恥
二
高
芝
生
産
段
階
島
低
次
の
そ
れ
と
の
重
要
告
は
相
互
的
で
あ
み
か
ら
で
守
皿
匹

、
あ
る
。
周
知
白
一
如
〈
加
速
度
目
附
則
の
教
ふ
る
所
ほ
か
う
で
あ
る
ブ
消
費
財
需
要
乃
奈
生
涯
の
増
加
(
或
は
減
き
は
、
そ
一
の
幾
僚
か
の

俸

六

十

径

三

五

一

、&

• 
薬
草生

白町一分

析
と

カ見
直
度
原
則

第
回
・
千
語
調

町.
一、

'‘ ， 
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九一、

c 
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叫

y
L
J
b

、

-

4 

来
重量
多〉ー待
析
と

角川
越
度
原
且1)

、• 

第
六
十
容

プす

静岡・邑・
5
拙

/ 

@ 

資
本
財
需
要
乃
恒
生
産
白
一
増
加
《
識
は
油
生
を
鷲
す
と
と
で
あ
る
。
一
方
も
と
り
原
粧
は
高
次
の
生
産
段
階
と
低
弐
の
そ
れ
と
に
闘
す

h

ヲ
イ
a
u
j
ユ
F

グ

ウ

グ

問

、

一

叫

E

る
も
白
で
、
あ
ら
ゆ
る
中
間
財
に
志
安
営
ず
る
も
ハ
ァ
ベ
ル
ヨ
フ
ア
は
完
成

J

財
と
い
ふ
言
葉
を
胤
ひ
て
ゐ
る
が
、
裁
で
は
説
明
白
使
間

I

竿
長
費
財
忙
就
い
て
干
へ
る
。
帥
ち
消
費
財
飢
へ
ぽ
靴
の
年
々
。
生
産
量
の
債
値
ぞ
一

0
0、

2
生
産
必
要
左
固
定
資
本
山
町

A

一一
d

o

 

備
の
費
用
を
五

0
0、
そ
の
一

ο%削
ち
五
O
だ
け
毎
年
更
新
さ
れ
ね
ば
宇
品
と
す
る
o

印
お
存
続
年
限
十
年
。
い
ま
靴
の
需
要
山
由

増
加
し
生
産
は
一

O
%増
加
し
て
二

O
と
危
る
も
の
と
す
る
ロ
他
の
事
情
均
し
き
限
り
、
右
の
増
加
は
皇
資
本
立
ツ
タ
の
向
一

、
一
会
白
一
増
加
帥
ち
五

O
だ
け
の
機
械
白
附
加
的
生
産
を
必
要
た
ら
し
め
、
更
新
の
立
の
五

o
i口
じ
て
一

0
2
2
0結
局

口

町

n

w

u

 

消
費
財
需
市
戸
乃
至
生
産
一

O
%
の
増
閣
は
、
年
々
の
資
本
設
備
生
産
の
一

O
O
%
の
増
加
を
必
要

h

た
ら
し
め
あ

0
7ヱ
ク

r

の

所

謂

出

同

マ
ル
チ
イ
プ
ラ
イ
ム
γ

ア

祁

り

レ

z
h
v
ヨ

ν
6

寸

恭

敬

L
叩
ハ
川

tpIの
「
開
係
L
1
ほ
と
り
加
速
度
原
則
LE指
す
も
白
で
あ
る
J

換
言
せ
ば
、
無
数
叩
割
引
耐
の
指
示
す
る
所
は
貨
幣
吋
h

h

E
考
察
で
あ

h
、
抑
一
速
度
原
則
白
そ
れ
は
質
問
側
而
の
考
察
で

Zc雨
者
の
協
力
陀
よ
り
て
始
め
て
相
互
的

2
菱

自

本

川

島f
p
o
 

質
主
把
握

L
得
る
o

、

r

一

J

叫
句
酎

i

-

-

~

一

1

9

3

山

ケ
イ
シ
ズ
ん
川
表
抽
出
忙
於
け
る
「
乗
数
凶
器
約
性
向
の
遊
撃
等
し
ど
と
い
ふ
命
一
週
一
は
「
需
荘
一
節
約
佐
川
の
露
五
年
b
h
γ
b

む
品

企
と
い
ふ
命
題
に
誼
輪
開
へ

Z
Lと
き
、
投
資
に
熔
じ
て
所
得
、
と
節
約
と
の
増
加
ず
る
批
判
主
語
淀
川
興
へ
ら

i
h。
が

く

て

来

以

内

。

/

、

、

、

、

、

、

、

ト

、

4

M

E

m

p

激
を
動
態
分
析
の
具
止
し
て
修
E
一
す
る
、
宇
青
山
半
ろ
乗
数
理
論
本
来
の
内
容
を
生
か
す
七
め
虻
は
、
粧
抑
的
荷
量
白
繭
麟
過
程
を
含
む
回
一
一
回
M
，山

Q
h
m
τ
d
命
説

耐
阿
蝿
盤
。
形
に

P

於
い
て
理
解
す
べ
し
曹
と
す
る
試
み
が
成
立
A
4
0

か
L
Z理
解
に
よ
っ
て
乗
数
は

Z
E
O
Jの
認
識
た
る
仕
質
左

μ
官
川

~

ν

イ

p
a
ν
?
?
t
L弐

R
b
l
m

獲
得
す
る
。
ロ
バ

7
ト
ソ
ン
白
論
誰
拡
投
資
併
約
四
均
等
を
凶
旧
対
的
陀
継
起
分
析
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
印
ち
限
界
消
費
性
向
}
)
、

'
b

勾，

f
，b
叶
期
の
投
資
聖
一
郎
ど
し
‘
貸
枇
府
の
各
単
位
が
平
均
し
て
一
向
所
得
托
人
る
期
聞
を
単
位
期
間
と
す
る
。

、、

¥ 
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』
詑
町

ィ
ド
解
臥

蜘
諭
匹
、
、

証

明

玄

M
M
H
E
 

C
M
也
E

3

c

一d
m
ズ
凹

同

町

一

山

明

日凶一川崎

j

f

仁
川
相

第

品

長

け

る

金

所

得

2
2
3悶

+
2
4
)
H
h
ι
見

倣

し

す

;

自

立

A

品
mp即

r

ト

ー

時

一

1

i

博
引

節
約
さ
れ
る
と
節
約
警
は
新
署
長
吉
号
、
守
、
期
以
後
に
於
い
て
は
投
資

2
1簡

約

却

と

と

れ

に

摩

る

所

得

止

指

針

叫

F

一

，

市

M
V回
目

が
一
相
封
感
ず
る
℃
と
ー
と
な
れ
乎
、
虫
唱
。
忠
忙
於
け
る

q
は

a
B
Z
D消
費
性
向
と
一
致
す
る
。
か
く
て
第
γ
期
に
支
っ
て
乗
数
理
判
山
同
揃

一

U
-
3
U
E

鳴

証

L

f

J

d

q

L

H

引

論
が
貸
親
し
而
も
』
資
節
約
は
翠
士
号
Q

O

然
仁
己
め
均
等
は
明
ら
か
に
事
後
的
命
閣
で
あ
り
而
も
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
的
た
投
資
筒

d
A
別
乱
期

十
約
泊
概
念
位
式
れ
ば
、
れ
を
前
期
の
所
得
、
れ
を
今
期
の
所
符
、
《
を
今
期
の
節
約
、

qを
今
期
の
泊
史
、

L
を
今
期
一
山
投
資
企
川
川
端
…

ず
る
司
と
忠
、
品
】
H
H
H
1
t
l
q
z
y
M
d
H
A
4
a
p

ぉ
1
3
+
h
.
・封
!h
吋
s
r
h
l
h平
帥
ち
投
資
と
節
約
と
の
差
出
荷
が
ち
ゐ
6

E
の

恥

位
Q

S

 

不
均
等
が
粧
淵
仰
の
鎚
動
量
説
明
す
る
一
つ
白
嬰
闘
と
た
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
的
友
る
投
資
節
約
の
均
等
川
叫
附

¥

は

霊

課

目

憾

と

は

何

の

関

係

も

長

湾

F

J

)

4

抗

争

一

Q
u
n
r
i
l
p晶

(
註
一
)
丸
一
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
白
醐
輸
或
は
《
ロ
ツ

y-
、ホ円
J
ト
レ
イ
の
そ
れ
を
も
合
め
て
投
資
節
約
白
附
題
を
司
四
隣
ず
れ
ば
1

強
想
的
自

λ
白

aJ同
町
広

〔
私
自

E
P
B
R
E
n
p
a
E
m官
邑
)
と
貨
品
せ
5
れ
た
る
も
白
(
再
包
冒
と
と
を
国
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
1

哨
理
想
的
節
約
は
隷
極
的
所
伺
よ
p
消
費
(
識
恕

E
m
p
m

的
、
質
調
的
白
匝
別
な
し
と
す
一
る
V

を
控
除
せ
る

ι即
位
帯
し
い
。
貨
品
せ
ら
れ
世
節
約
は
貨
現
せ
ら
れ
た
所
得
恥
ら
消
費
を
控
除
せ
る
も
回
一
世
ワ
で
紗

究
現
せ
ら
お
仙
た
所
得
に
等
し
い
。
4
p
r
、
て
投
資
節
約
均
等
凸
命
題
は
民
吉
田
内
に
於
い
て
回
事
成
立
す
る
。
，

同

溢

回

帰

糊~
く

~
く』

、
・ヘ〈

『

之主a

。同

、k

刷 出
、)

町

p

?

を
充
分
大
豊
〈
唱
と
る
在
、

乗
数
分
析
と
加
速
度
原
則

、.'

民、

寸，
バ白

b

部
道

R
向
問

i
F
7
M
門
司
帯

Cル掘

さ場

匂持

捜

体h

!l'l 

山
町
司
4

A
咽

〉刊
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蛍
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へ
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一
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2
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同
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)
~
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同
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1
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3
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同
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、
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4 
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十

i人
福

乗
数
分
析
と
加
速
度
原
則

第
六
十
怨

久、

t
p回
・
千
六
一
揖

I!~I 

ノ砂

門
誌
ニ
】
ロ
川
ア
ト

yν
仲
な
る
投
資
節
約
平
均
等
に
於
い
で
、
期
間
白
長
一
さ
を
極
〈
盟
〈
と
る
v

と
き

F
I
M
d
は
晴
ど
零
士
な
り
、
雨
者
均
等
白

'
?
a
a

場
合
が
考
一
「
ら
れ
る
。
然
し
こ
白
湖
、
同
町
長
吉

E
E
2
5£
7
1
2
号
館
P
K
M
極
端
な
る
宮
市
町
考
察
は
分
析
白
慨
を
じ
で
非
開
品
質
的
な
ら
し
む
問
一
畑
山
町

一
る
で
あ
'
b
ぅ
。
(
高
田
博
士
「
投
資
節
約
四
均
等
M
L
O

い
て
」
週
記
多
一
問
。
)
イ

k

p

一
日

f
u
L
T
l
，W
P
9
ン
ミ

'

0

1

2

(性一
C
V

右
目
如
き
ロ
川
ア
ト

y
u
白
鱗
租
骨
折
の
方
斡
は
、
い
は
い
ゐ
事
前
事
続
分
析
白
総
合
と
い
ふ
特
徴
を
有
し
一
般
に
畑
一
間
T
A
L
一
析
〔
特
に
畑
地
“
噌

比一
1
4ヲ
h

ミ
ユ
ル
ダ
ア
ル
を
除
く
北
欧
串
抵
の
立
場
)
と
綿
せ
ら
札
る
d

G

(

こ
白
方
法
由
特
徴
に
就
い
て
は
、
青
山
加
教
授
「
ロ
ポ
ア
ト
y
ン
の
物
倒
艶
勤
理
論
」
郎
町
ょ
ぬ

羽

目

、

純
情
論
議
四
十
喜
一
説
、
一
六
四
|
一
六
五
五
郎
O
)

ル
シ

γ
4
9
2
模
型
楢
鵡
分
析

(inrzsBEn-L)
仕
注
目
す
べ
き
方
向
昨
必
ふ
叫
官
E

Z
警
部
分
均
衡
去
一
般
事
需
瓦
て
し
て
は
襲
附
際
空
シ
ス
テ
ム
監
理
解
し
件
ず
と
し
て
、
対
一
部
x
J
酎
吋
9

栂
及
び
鱗
起
分
析

2
2
1

品
位
棄
血

方
向
に
詰
ま
う
札
と
す
る
。
彼
自
「
艇
酬
明
披
張
由
理
論
し
は
亡
の
一
一
方
的
中
、
後
者
白
方
法
E
H出
向
せ
る
も
白
で
あ
る
口
敏
白
特
色
は
、
今
期
倍
程
蹄
的
~
市
恥
官
川
一

時
四
型
歌
山
併
前
期
の
そ
れ
白
植
に
よ
り
て
克
也
日
、
次
羽
田
叫
ん
し
れ
の
値
を
決
定

γ品
開
鱒
旭
在
、
敬
一
明
白
模
型
由
形
に
於
い
て
考
第
十
る
駄
目
在
る
。

Mn
九一‘11
 

絡
し
そ
と
民
一
於
い

τも
均
衡
現
諭
は
依
然
主
し
て
時
艶
披
岡
田
柑
耳
闘
帽
及
び
特
に
所
典
白
扶
躍
に
封
す
る
消
費
者
並
に
企
業
者
自
リ
ア

Y
シ
q
v
J
D

叫
仙
や
畑
一

肝
宿
泊
に
・
と
り
て
市
放
の
手
段
で
あ
る
。
鵠

L
均
構
理
論
に
於
い
て
は
シ
ス
テ
ム
白
糊
て
均
鹿
数
詞
同
一
時
一
糊
に
闘
す
る
も
白
で
あ
診
に
反
し
て
一
組
起
戸
、
制
問

u
h

分
荷
に
於
い
て
ぽ
明
ら
か
に
興
期
間
に
闘
す
る
も
の
さ

foF裂
す
る
に
網
越
分
析
は
コ
ヴ
ワ

Z
;
シ
オ
レ
ム
白
方
昔
、
ヲ
ル
ラ
ス
の
模
=
鳥
理
論

A
同
州
叫

一
撃
に
矧
似

2
2
E有
つ
コ
ル
ン
ミ

j
m方
法
四
時
昧
に
就
い
て
は

O

F
仕
事

E
E
H
R
Z
p
n
i。
Enos-MOEEES
削

m
J

，
h

目
。
一
品
開

2
2
v
F
B
B
E
g
s
-
E
唱
・
日

ω15
多

闘

。

)

ヘ

濃

町

九

印

グ

l

'
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a司

、

、

問

一

、

一

話

市

つ

υ

二
進
み
て
我
々
は
乗
数
理
論

D
網
越
分
析
的
庖
理
に
移

ιo-
所
得
D
U
F
H
加
は
若
干
白
期
間
の
一
後
に
消
史
的
日
加
を
賞
寸
。
我
々
は
事
象
脚
丘
町
山t

I
 

を
車
純
化
し
で
汁
或
る
貯
の
消
費
は
前
貯
の
所
得
に
針
し
て
一
定
。
閥
係
主
有

γる
」
と
見
倣
す
。
帥
ち
第
一
期
の
投
資
と
消
費

ι'
岬
山
内
山
山
伽

を
知
一
れ
ぽ
踊
民
所
得
は
自
ら
知
ら
れ
、
豊
一
一
幽
数
が
処
へ
ら
れ
佐
第
二
賜
の
消
費
量
に
決
定
さ
れ
る
。
己
れ
と
第
二
期
の
投
資
法
ぷ

に
M
川
ぷ
凡
川

崎
と
の
和
に
よ
hv
て
第
二
期
の
所
得
山
川
知
ら
れ
、
同
様
に
消
党
関
数
に
よ
り
て
第
三
朗
自
消
費
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
己
の
過
程
は
無
限

h
I仰
い
ん

-

白

j
r
'
o

に
継
績
ず
る
。
一
而
も
投
資
一
回
止
り
て
惹
起
さ
る
i
h

所
得
判
官
動
の
型
式
卯
何
。
(
ご
投
資
が
過
去
に
於
い
て
均
巳
〈
零
で
あ
れ
ば
、
岡
配
制
叩
叫

H
抗
日

h

民
所
得
は
平
均
消
費
性
向
が
一
に
等
じ
曹
水
準
邸
ち
所
得
と
前
提
と
が
均
等
す
る
水
準
に
在
る
で
あ
ら
う
。
(
一
一
)
純
投
資
水
準
が
正
)

で
あ
れ
ば
閲
民
所
得
水
幣
は
高
ま
る
o

所
得
増
加
と
投
資
増
加
と
の
比
率
は
一
「
を
超
え
平
均
節
約
性
向
田
逆
故
に
等
し
そ
な
る
。
一

z

-、

省、

省

~ 、

、、
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?、

今F

{一
-
P
投
資
が
正
常
的
週
間
刑
的
援
助
主
行
ふ
と
昔
降
、
所
得
白
後
動
も
正
常
的
週
間
山
一
的
と
な

r後
古
川
野
同
献
に
於
い
て
後
れ

Z
o
吹

)

a

E
一，

C一

に
政
府
支
出
削
ち
純
所
得
創
造
的
支
出
を
翠
入
f
る
J
加
率
反
原
則
の
作
用
を
良
吉
「
忙
し
て
考
へ
れ
ば
限
界
治
資
性
向
一
定
、
債
格
及
知
子
i
m

3

盆

u
n

d
費
用
の
務
化
な
者
と
。
き
は
、
(
イ
)
政
府
支
出
〕
同
限
し
り
白
楊
合
、
第
一
回
川
氏
於
い
て
支
附
と
同
一
徹
の
附
加
ぽ
所
得
を
粛
す
寸
限
界
~
一
J
耐

9

h

 

消
費
性
向
-
よ
り
小
而
も
附
加
的
投
資
な
ま
故
剛
氏
所
得
ぽ
幾
何
級
数
的
に
減
少
し
途
に
首
初
U
刺
統
D
作
用
は
治
略
す
る
院
軍
一
叫
ー
明
一
明

d

剛

る。

h

ロ
)
醐
隅
績
的
に
政
府
支
山
闘
の
行
は
る
お
朝
合
γ

附
加
前
岡
氏
肌
仰
は
地
加
す
る
が
そ
の
増
加
率
は
遁
滅
的
で
あ
り
限
界
消
費
佐
山
川
町

d

凹

m

向
の
謎
数
陀
等
し
き
漸
近
拍
怖
に
接
近
す
る
。
〈
ハ
)
一
政
府
支
州
が
急
激
に
減
少
す
る
揚
合
、
岡
民
所
符
は
不
断
陀
遮
滅
的
に
減
少
し
、
〆
叫
w
h
帥

E

R

叫
町

政
府
支
出
泣
き
揚
合
白
所
得
水
準
陀
漸
近
的
比
接
近
す
る
。
向
政
府
文
相
川
が
週
期
的
に
務
動
ず
れ
ば
J

そ
の
結
果
輸
相
附
瓢
に
於
い
て
M
p
h
吋

リ
ペ
岨
駒
田

A

後
れ
つ
も
ゐ
も
図
民
所
得
は
週
期
的
に
一
銭
化
す

ι。
ー

一

、

t
J
m
L同一

か
て
で
栗
山
盟
理
論
品
質
質
的
内
容
を
生
か
し
う
L
モ
れ
を
「
白
線
起
分
析
に
首
鴨
川
口
心
得
る
途
を
見
聞
し
た
。
而
も
乗
数
の
指
示
ナ
川
崎
h

…一

a罷
ヂ

ル

る
投
費
乃
官
長
府
支
出
と
岡
民
所
相
?
と
の
相
闘
主
主
粗
雑
た
が
ら
数
回
帽
の
模
型
を
匝
分
卜
し
て
考
へ
た
。
か
〈
て
純
投
資
総
一
矧
が
興
識
溜
;

〈

ら

れ

れ

月

号

は

霊

童

托

よ

る

悶

民

所

襲

警

様

相

五

を

と

が

出

来

る
o

然

し

楓

投

資

暴

動

は

刺

戟

豊

富

山

酬

出

断
水
準
の
知
識
だ
け
唱
は
明
色
か
と
な
り
得
泣
い
。
即
ち
岡
民
所
得
白
一
援
駄
が
消
費
財
盟
事
r
D
轡
動
を
通
じ
て
投
資
締
相
に
及
ず
作

d
描
勾
凶

自
問
刊

n
u

ν

周
の
知
識
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
帥
ち
己
'ψ

知
識
J

主
所
謂
私
投
資
門
司

HEOH31E)
に
闘
す
る
も
の
で
あ
主
義
伐
加
速
度
原
敏
法

則
の
知
識
陀
他
た
ち
ぬ
。
加
域
防
止
原
則
は
本
来
動
態
的
内
容
を
有
す
る
が
、
我
々
は
と
れ

r継
起
分
析
に
草
枇
め
ふ
た
め
に
、
今
期
ー
持
刊
叩

d
e

喜

E
討
'
u
b

w

の
私
投
資
は
前
期
と
令
期
と
の
消
費
D
差
、
換
言
す
れ
ば
今
期
ゐ
消
費
増
分
(
或
は
尚

9
2
に
比
例
す
芯
と
考
ベ
る
o

E
の
聞
の
世
伽
剛
山
町

d

n

歳出司王一

率
己
そ
山
口
ツ
ド
の
所
謂
p
u
v
z

シ
育
ン
民
他
な
も
由
。
か
乙
し
で
乗
数
理
論
と
加
速
庄
原
則
占
を
蒋
A
口
し
継
趨
分
析
に
進
む
段
階
，
川
い
川

2
3
4
 

t己
主リ
主主
し
?と。乗

数
分
析
と
刻
越
度
開
則

4

館
六
十
品
世

ー
さ
し

、
三
」
ノ

君、 1

観

~'.-" 

J 

¥ 

7'/ 

• 

ノ

/身

句k



来
按
分
析
主
加
速
度
原
則

F

問

O

第
四
・
千
円
掛

前
挫
の
如
く
加
速
度
原
則
は
経
消
波
動
割
論
に
於
け
る
有
力
な
武
裕
の
一
で
あ
る
が
、
そ
の
起
動
力
た
る
泊
党
の
縫
化
に
射
す
る

戸

一

蹴

叫

員

。

説
明
、
街
日
間
品
九
日
早
灯
消
費
財
斎
木
財
雨
産
業
部
川
市
於
げ
る
二
系
列
聞
の
関
係
り
詑
明
に
終
始
し
で
は
、
決
定
的
な
る
迎
論
と
七
吋
隅
山
ι
山一川

b

-

一

M

剖

で

理

由

E
P砲

の
領
値
を
時
ふ
己
と
ム
ー
な
る
。
フ
日
ツ
ツ
礼
こ
の
批
評
は
王
位

E
の
賭
主
街
〈
も
の
に
他
な
ら
砲
。
然

ι加
速
度
原
則
の
論
者
が
と
ゆ
コ
加
J
附

/

川

、

隆

、

一

an

崎
明
仁

4
P
貨

献
を
無
観
し
た
V
F
一
は
思
へ
在
い
。
例
へ
ば
そ
の
一
人

I
・M
-
タ
フ
ア
タ
に
よ
れ
ば
、
治
資
需
要
は
投
費
財
生
庁
妥
棄
に
射
す
る
所
得
町
制
時
で

7
4

・
雲

τ

，

回

明

訓

V

北

e一
-
-

支
梯
軽
油
巳
て
所
得
水
準

ρ鎚
化
に
よ
り
て
左
右
さ
る
t
A

事
官
一
を
明
ら
か
に
認
め
て
ゐ
る
。
け
れ
戸
」
も
彼
等
は
右
の
二
、
つ
の
閥
係
を
附
問

M
H

一高山

C
M

煙
、
系
的
に
綜
合
し
た
と
は
言
。
得
世
'
R

一
ハ
ロ
ツ
ド
に
於
い
て
品
川
め
て
雨
一
原
則
帥
ち
乗
数
迎
論
と
、
加
速
反
原
則
と
の
綜
合
が
成
捻
げ
ら
叩
叫
出
町

z
h
u
t
ド

ル
た
と
一
一
昌
弘
得
る

O
L

り

4

f

t

、

引

川

町

叫

ハ
ロ
ッ

r
o経
済
鎚
動
型
体
制
D
大
掛
一
昨
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
意
附
さ
れ
た
投
資
(
凶
器

E
E
5
2
2
P
C
と
意
附
さ
れ
た
九
節
約
市
内
い
附

p
a
d
司

自(目

E
L
E
E
S巴
と
比
一
不
均
等
で
あ
ら
う
o

泊
膝
の
沼
裂
を
と
り
入
る
主
主
昔
、
己
申
間
隙
を
主
9

た
め
一
に
経
消
的
諸
量
問
佐
一
礎
化

J
一
誌
が

吋

パ

H
た

、
が
相
営
。
前
者
が
後
者
乞
超
ゆ
れ
ば
7
Y
M
h

ツ
ス
ン
グ
は
次
の
方
向
に
倒
〈
。
意
附
さ
れ
た
投
資
は
一
附
加
的
所
得
を
資
L
ス

ト

ッ

ク

抗

1
炉

の
勝
入
に
向
ふ
o

と
一
作
が
卸
ち
意
附
さ
れ
ざ
る
投
資
(
E
E
A
E
E
B
E
2
3で
あ
る
a

完
成
射
の
ス
ト
ッ
ク
は
設
展
が
橡
想
さ
れ
た
市
川
内
一
ム

巾

引

を

時
に
維
持
き
れ
る
水
準
以
T
r
k
減
少
し

y
従
つ

τ投
資
は
返
附
さ
れ
た
投
資
よ
り
も
心
と
紅
る
。
か

L
る
負
白
投
資
(
余
H
E
R
E
2
4
E
H

/

l

)

'

n

 

が
存
ず
る
限
り
、
経
済
刊
誌
と
所
得
水
準
と
ま
両
ま
り
所
詞
一
切
態
的
決
定
即
片
手
〔
b
W
E
E
n
E
O
B
E
s
t
)
1
1所
得
、
府
-
加
に
件
ム
向
拠
点

一
h
a

P
6
目

w

(
一
)
街
約
性
向
の
増
大
三
一
)
利
訓
刊
の
増
大
住
よ

H
て
節
約
が
ゆ
大
ず
る
。
謹
白
揚
合
は
全
く
同
様
K
反
劉
の
方
向
を
辿
る
。
か
点
持
い
町

日

在

L
i

円山町

f
て
所
得
水
準
の
一
務
化
ビ
よ
り
て
投
資
節
約
均
等
と
沿
っ
て
溝
着
〈
ロ
(
節
三
自
動
鹿
市
決
定
問
干
|
|
単
位
止
産
両
前
P
D
資
本
最
に
閥
ナ
叫
川
陥
同

主
主

5

肱
説
明
一
b

る
|
|
旧
作
用
は
と
由
競
明
に
積
極
的
位
慨
を
占
的
向
故
省
略
す
る
C

抜
広
意
附
さ
れ
た
投
資
郎
ち
資
本
構
成
に
封
ず
る
註
文
の
水
準
は
所
)

J
7
 

得
、
縫
っ
て
消
費
率
を
決
定
ず
る
が
、

E

D
闘
係
を
明
ら
か
に
宇
呂
白
が
乗
数
担
論
で
あ
り
、
ま
た
意
附
さ
れ
た
投
資
は
主
と
し
ぜ
て

-
z

第
六
十
巻

J "  〆、

外〆



科
サ
由
@
一
す

け
れ

E
も
ハ
ロ
ッ
ド
の
如
〈
粧
消
循
環
白
説
明
に
於
い
で
加
法
度
原
則
の
作
-
周
一
ヤ
を
強
調
し
過
ぎ
て
は
た
ら
む

G

己
の
鮪
に
競
い
で

ス
パ
す
山
7

・4

内
イ
ヲ

f
m
v
w
，，、
F
H
J
y
d
A
h
y
?
ν

は
後
越
す
呂
が
、
要
す
る
忙
経
桝
緩
動
に
於
け
る
根
本
的
危
説
明
~
に
は
む
L
ろ

閉

欲

的

た

激

殺

と

稲

せ

ら

る

i

み
も
の
が
重

腕

2
2で
あ

り

己

の

様

星

稜

は

ま

消

費

量

ιに
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
白
で
は
決

L
Zぃ
。
昔
、
新
資
源
白
覧
]

生
産
一
要
素
数
寧
白
濃
化
、
、
イ
ジ
メ
オ
ゲ
エ
イ
シ
ヨ
ン
(
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ァ
、
ロ
バ
ア
ト
ツ
シ
、
ヵ
ツ
セ
ル
、
シ
Z

A

4

イ
タ
ア
磐
田
窓
昧
に
於
け
る
)

叫

、
一
と
そ
新
投
資
延
い
て
鰹
消
活
動
及
び
所
得
に
謝
す
る
員
の
意
味
。
動
態
的
決
定
凶
手
と
考
へ
ら
れ
る
。
議
K
我
々
は
内
ロ
ッ
ド
に
於

げ
る
経
桝
躍
動
型
論
そ
り
も
の
白
山
批
評
に
停
滞
し
な
い
。
ま
た
消
費
財
産
業
占
資
本
財
連
業
と
の
白
川
れ
に
循
環
の
起
動
牲
を
求
む
る

1

m

f

H

，o
 

i

か
白
問
題
、
延
い
て
過
少
消
費
設
止
過
剰
投
資
設
と
四
成
立
根
擦
の
吟
味
竺
芸
人
る
己
と
車
や
め
る
恥
問
閣
は
ハ
ロ
ッ
ド
陀
上
っ
て
高
出
目
叫

、，P同

右
の
様
に
不
明
確
た
形
態
忙
於
い
て
綜
合
さ
れ
た
乗
数
理
論
と
加
速
度
原
則
と
を
繕
超
分
析
に
訴
後
め
る
む
と
に
よ
り
、
岡
原
則
6

d

い明
d
F
 

指
向
す
る
品
川
を
更
肥
精
密
友
治

L
め
る
己
と
で
あ
h

夕
、
荷
も
爾
原
則
。
致
困
地
位
樹
ず
る
制
恨
的
諸
要
素
を
吟
味
す
る
と
と
で
あ
る
。
一
一
m

j

m

a

o

k

山
日

・
突
に
サ
ミ
d

Z
ル
リ
ノ

Y

の

分

泊

析

を

手

懸

り

と

し

て

逝

ま

う

。

、

る

J
配
l

円

日
中

n
J
h
p

題
Z
d
d明

間
口
品
円

消
費
率
の
醐
型
化
に
よ
り
で
規
制
さ
礼
る
が
、

E
D
関
係
を
示
す
白
が
所
謂
H
V
ェ
シ
ヨ
ン
で
あ
呂
ロ

ケ
イ
V

ズ
乗
数
理
論
に
於
け
V
事
前
概
念
と
事
後
概
念
と
の
掘
同
は
、
グ
ロ

y
ド
に
一
於
h
で
L
?

の
関
難
を
兎
れ
る
途
を
有
す
る
。

事
前
に
於
け
る
投
資
節
約
不
均
等
は
経
桝
的
諸
量
を
動
か
ず
乙
と
に
よ

H
て
均
等
化
へ
進
み
、
事
後
に
於
い
て
は
明
ら
か
に
均
等
ム
」

. 

， 
、

¥
 

省
初
の
静
止
赦
強
か
ら
物
議
す
る
。
静
止
欽
態
に
在
り
で
は
消
費
四
一
附
即
山
即
断
叫
零
、
従
っ
て
そ
れ
に
基
〈
投
資
も
零
で
あ
る
ロ

企
業
部
金
憶
と

L
て
損
失
左
昔
た
め
陀
は
、
生
産
要
素
K
封
ず
る
益
支
排
高
を
消
費
者
か
ら
返
却
し
℃
貰
は
ね
ぽ
取
ら
泊
。
従
っ
て

栗

数

分

析

と

加

越

度

原

則

-

都

大

十

品

世

傍

同

-ze
内観

ーへ

匹l

-f! 
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一

乗

数

分

析

と

前

一

由

度

原

則

、

停

六

十

春

一

都

固

・

手

内

腕

一

凡

自
渡
的
純
投
資

Z
5
5揚
合
に
は
静
止
的
水
準
は
平
均
消
費
性
向
号
係
官
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
J

自
費
的
純
投
資

を
導
大
宇
れ
ぽ
静
止
的
所
得
水
準
ほ
上
昇
す
る
。
人
々
は
支
排
は
紅
た
所
得
の
う
ち
純
投
資
の
部
分
を
節
約
U
侍
る
。
市
事
会
憾
と

し
〈
企
業
に
損
失
は
狂
い
。
消
費
函
数
の
位
置
は
投
費
額
だ
け
訓
上
げ
ら
れ
静
止
的
水
準
は
投
資
た
苦
議
合
よ
り
高
・
ぃ
。
議
に
二
つ

の
前
提
を
設
け
る
G

(

一
)
今
朗
自
由
費
は
前
期
の
所
得
に
射
し
て
自
百
3
E
D
闘
係
に
立
つ
]
(
一
一
u
今
期
の
消
費
は
今
期
の
所
得

と

E
S
E里
め
聞
係
正
立
つ
。
己
D
二
前
提
が
輿
へ
ら
る
ミ
と
き
ば
、
首
初
白
一
期
胤
の
骨
三
7
4
の
知
識
止
り
し
で
そ
の
後
の
運

動
を
知
り
得
b

e

r

〆

、

2

掠
主
我
々
の
シ
ス
テ
ム
ほ
蛍
初
の
扶
態
か
ら
如
何
広
務
展
す
る
か
。
一
一
つ
由
連
織
期
聞
に
於
け
Z
消
費
量
主
知
長
も
の
止
す
恥

1
2主
司
ア
ス
・

3
ト
ゾ
イ
品
主
ト
ル
シ
ト

ぽ
、
第
二
期
に
於
け
る
園
民
所
得
れ
は
自
費
削
純
投
資

i
A
A
E
E
E
E傾
定
可
第
一
期
占
第
三
期
と
の
消
費
の
差
に
比

例
ず
る
さ
岡
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・

千
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F

-

I

回

一

‘

h
u
b
-
f
は
一
よ
mJA小
、
従
っ
て
そ
の
棺
V
t
m
噌
加
に
つ
れ
で
益
ミ
滅
9
L一、
R
H
H
凶
「
丘
ら
は
、

u同
と
な
]
〆
の
値
は

d

の
漣
化
に
闘
ぜ
ず
常
幹
僚
汲

に
一
丸
あ
る
。

I

旬

M

，

.

r

'

、

J

、
世
帯
駒
哨

さ

t
T任
+
引
い
制
局
〔
T
5
1
3
9
l
Eミ
〕
と
な
る
が
ト
前
記
白
如

;
A
d掛
叶
な
る
傍
件
。
下
に
ぎ
で
は
お
は
t
旬

、

試

骨

a

噌
前
に
つ
れ
て
?
正
左
京
ナ
斑
線
白
上
下
に
情
動
的
に
捜
化
す
る
一
。
で
あ
る
が
、
八
、
、

J

一説明

h
 

〆

一

叫

久

山

「

な

る

揚

企

一

，

-

J

I

'

工

¥

叫

-

J

、

が

/

融

同

時

zt高

知

に

;t守
主
白
上
下
在
、
振
幅

T刑
判

自

の

割

合

で

時

9
2装
置

的

な

曹

を

行

士

サ

ミ

二

ル

ツ

ン

寸

法

制

ず

の
所
調
B
m
T
揚
令
)

e

j

-

一

戸

一

一

寝

匝

品

、

↑

今

一

r

-

z

差
別
間
レ

同
J
R
V引
な

る

場

合

ご

一

、

一

定

E
J

-

i

一

r
4
J
凶
眠

J-

二
れ
は

r
S加
に
つ
れ
て
古
田
草
田
正
下
を
、
露
出
町
川
町
劃
副
副
白
割
骨
で
帯
加
す
る
非
減
衰
撮
動
的
均
(
個
細
川
〕
一
軍
を
行
士
?
品
ト
恥
蜘

r

ヱル

y
ン
の
研
謂
C
円

場

合

)

。

一

/

.

-

一

、

一

蜘

d
P
1
4

H
-
s

一

一

♂

I

ば
崎
町

、吋

8
1
U円
、

な

る

、

場

合

↑

一

M

F

へ1
州

、

れ

は

t
の
智

-mに
乱
れ
て
右
の
水
準
の
上
下
を
一
定
白
根
帽
を
叫
て
按
到
す

ι単
一
世
跡
的
奇
麗
闘
を
行
士
こ
の
場
骨
は
右
の
♂
の
場

h
E
C
白
場
町
川
川

合
と
の
境
界
線
を
形
づ
(
る
こ
と
之
な
る
〉
。
、
1

J

i

、

m
T
I
M

ト
〈
f
h
t

、
1
d
D
可
飽
日
明
な
値
目
抽
山
主
に
憾
f
E
圃
民
所
得
躍
動
の
型
式
は
四
種
に
分
払
る
と
と
が
明
ら
か
も
と
な
る
e

品
開
反
主
畢
却
す
な
H
制

限

界

川

N
f

n
ヨ
門

消
費
性
向
“
自
植
が
典
べ
ら
る
誌
と
き
、

H
m値
引
相
調
的
に
小
で
あ
れ
ば
岡
民
所
得
は
週
期
的
現
化
を
行
は
ず
、
コ
U
4

ス
M
シ
ト

E
偲
定
さ
れ
た
政
出
、
一

府
玄
関
車
由
、
叫
M
l
倍
色
一
手
権
線

r限
り
な

t
ち
苧
忌
。
町

u
の
組
問
ピ
一

t
B
白
値

9
L
f犬
k
t
れ
ほ
A
閥
、
同
所
得
白
費
動
は
雲
振
動
申
品
川

型
を
と
っ
て
宥
町
一
仲
間
判
陀
接
近
す
九
百
円
M
H
O
値
見
に
九
な
る
し
一
、
長
聞
は
盆
ミ
大
き
Iitnd費
動
計
髄
烈
・
と
な
る
。
一
町

a
、
日
目
値
共
同
尖
な
る

M
J
q目

;
、
岡
同
所
得
は
常
に
増
大
白
傾
向
が

-mι
複
刺
法
則
K
従
っ
て
累
積
的
に
上
昇
す
る
q

s

〉

一

(

み

叫

時

副
首
二

、

目

、

ず

一

一

山

総

川

て

二

ル

ソ

ン

の

敷

講

分

析

は

2
2白
偽
り
組
合
は
せ
の
警
の
揚
合
陀
亙
品
。
純
粋
民
敏
感
的
高
習
と
↓
で
は
彼

M
M
Y

D
結
論
に
異
議
は
た
い
で
お
ら
う
。
然
し
我
々
は
現
貨
の
経
済
に
於
け
昌
乗
数

H
加
速
度
数
果
を
問
題
・
ど
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
右
3
3

乗
数
分
析
と
加
週
麗
原
則

、
ノ

¥ 

t

P

 

F

一

J

-引?
}

J

， 

， < 

島
田
六
十
九

凶

-¥:l: 

第聞・
z・
肉
親
-

M← 一ー

， ーノ

丸、
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〆
j

J

r
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晴
常
設
分
析
k
加

趨

慶

陳

則

晶

F
R
f晶
官

僚

同

・

幸

一

向

山

田

a
p

一一回

紛

の
結
論
を
以
て
直
に
雨
原
則
の
作
用
自
醐
聞
を
決
定
す
話
己
£
は
出
来
ぬ
。
例
へ
ぼ
サ
ミ
ュ
ヱ
ル
ソ
Y

の
結
論
忙
主
れ
ぽ
も
累
積
的
過

程
の
終
結
は
ハ

3
Fの
域
調
二
つ
の
動
踏
ん
附
色
歯
予
の
作
用
を
考
慮
せ
や
[
と
色
、

a
、
3
の
値
白
と
り
方
に
よ
っ
¥
て
晦
捕
ら
さ
れ
一
〆

る
可
能
性
る
あ
己
と
左
一
部
す
。
ハ
ロ
ッ

F
白
所
説
の
吟
味
は
暫
〈
惜
〈
止
し
て
、
専
ち

α
、。
ρ
左
右
経
務
的
旋
数
白
み
に
よ
り
て
経
而

桝
白
波
品
川
を
説
明
し
得
る
で

b
ら

う

か

。

:

エ

ル

y
z
の
所
調
ρ
の
揚
合
剖
ち
る

Y弘

司

な

る

保

件

芸

事

合

九

忙
於
、
加
で
は
、
制
民
間
相
押
佐
和
肥
え
中
累
積
的
ト
弄
運
動
を
将
、
品
。
¥
4
1
I
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
v

と
の
揚
合
占
一
控
り
る

0
0値
は
品
目
5
2目
吠

F

E
E
t
f唱
せ
ね
と
芯
べ
て
む
る
が
司
そ
れ
は

H
症

が

D
D
揚

注

意

義

大

友

る

こ

と

が

翠

E
Aね
か

ら

で

仰

は
だ
い
。
現
質
】
に
つ
い
一
て
推
定
さ
る
ミ

α
及
び
純
技
術
的
に
得
ら
る

a
h
S
D
値
に
閲
し
で
は
、
平
る
D
の
揚
合
が
多
い

2
潟

ず

陀

充

摘

。

川

町

一

一

ノ

〆

一

詰

る

分
的
根
嫁
が
め
る

γ

。
然
る
に
伺
現
貨
の
粧
抗
阿
佐
於
い
て
制
限
の
上
昇
回
訓
れ
が
認
め

591h事
貨
は
、
単
阻

α
八
一
日
の
一
川
一
能
的
砲
を
州
間

以
て
経
済
忙
於
貯
る
波
動
の
内
在
位
を
主
張
す
る
企
凶
(
例
へ
は
ル
ン
F
ベ
リ
イ
の
そ
れ
)
川
が
本
来
訣
れ
る
己
と
を
説
明
?
句
例
。
縫
っ
て
哨
嗣

4
D
 

我
々
白
吟
味
す
べ
き
位
、
乗
数
u
加
速
度
殻
果
が
他
白
経
桝
的
諸
要
素
に
よ

b.て
受
〈
る
制
限
白
問
題
で
あ
る
。

γ

4

-

ト
山

、

、

記

』

E
P

先
づ
新
投
資
に
つ
い
て
。
上
鴻
の
分
析
忙
於
い
て
は
事
ち
純
新
投
資
を
閉
題
『
し
た
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
と
の
新
投
資
叫
は

f

D
投
下
K
針

L
t技
術
的
け
制
度
的
困
難
及
ぐ
垂
た
積
格
、
費
用
及
び
利
工
芸
白
饗
化
な
し
と
い
ふ
前
提
が
あ
る
と
占
は
明
ら
か
一
人
口
い

で
あ
ら
う
。
且
一
つ
新
投
資
の
金
融
方
法
に
就
い
だ
は
一
岩
子
の
問
題
が

φ
る
。
即
ち
新
投
資
は
銀
行
の
蹄
力
性
あ
る
信
用
創
浩
と
総
合
イ
は
ゆ

す
る
の
で
及
川
れ
ば
そ
の
葉
は
現
は
れ
ぬ
。
換
言
せ
ば
新
投
資
が
M
D
安
定
怯
ど
雨
立
せ
ぎ
る
揚
合
に
の
み
岡
原
則
の
義
的
作
一
桃
山
ゆ

閉
が
額
は
れ
弘
0
4

煎
記
の
如
仁
親
賃
に
技
術
的
忙
得
た
る
て
』
の
値
が
で
二
エ
ル
ソ
V

の
所
調

D
の
揚
舎
の
傑
件
を
荒
し
て
糾
孔
噛
一
一
哨

a
F
十
故
な

ゐ
る
に
拘
ら
宇
、
そ
の
結
論
の
示
十
如
き
抑
制
限
の
上
鼻
運
動
を
行
は
ず
る
重
要
な
る
因
子
D

一
は
と
の
貨
幣
側
の
事
情
に
他
怠
ら
左

1

ぃ
。
次
に
す
ミ
ュ

Z

ル
ソ
ン
の
分
犯
に
在
つ
て
は
、
毎
期
白
政
府
支
出
一
定
削
ち
一
弗
と
俄
定
せ
ち
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
は
議
論
簡
単

、
v

f

y

当

E旦

^ 

、，

， 

イ



• 
化
白
し
た
め
の
前
提
で
あ
り
、
例
へ
ば
め
を
2

の
函
数
ど

L
τ
模
型
組
起
を
作
る
己
と
毛
出
来
る
。
而
ー
も
元
来
サ
、
ミ
品
ヱ
ル
ソ
V

は

」

J

F

前

輪

判

T

凡
忙
就
い
で
眉
は
、
己
れ
を
そ
白
ま
aah
国
民
所
得
構
成
白
一
一
項
目
と
し
て
計
上
し
て
ゐ
る
が
、

L
の
刺
戟
が
更
に
乗
数
理
論
の
示
す
如
戸
数
掴
醐

函

畢

坊

主
因
民
所
得
増
加
を
鷲
す
己
と
を
無
践
す
る
ロ
従
っ
て
そ
の
第
一
表
K
於
け
る
筋
向
列
と
第
明
列
と
を
岱
計
し
で
、
い
は
ぜ
紬
投
資
「
力
叩

-
g
h
 

量
気
+
』
い
)
白
列
を
作
成
す
る
と
ど
が
出
来
よ
う
。
か
h

る
総
投
資
の
構
成
に
加
速
度
原
則
を
均
成
す
る
と
と
k
よ
り
、
繭
後
の
議
開
H
加

-
論
は
乗
敢
迎
紛
を
以
て
一
貫
き
る
い
と
と
a
A

た
る
。

J

e

r

民

、

/

、

品

川

副

町

{

山

寺

て

ノ

主

体

に

つ

い

わ

0
2
2
3の
指
摘
す
る
耐
に
、
個
人
的
消
費
性
向
を
以
て

E
E的
消
費
舵
向
を
決
定
し
得
由
己
吾
北

k

爾一三一脳惇

♂
は
言
ム
ま
で
も
左
〈
、
ま
た
枇
舎
的
消
費
性
向
白
安
定
住
を
強
調
し
過
ぎ
て
は
た
ら
ぬ
a

特
児
所
得
分
前
白
教
化
が
舵
合
金
憾
の
、
般
肢
の
k

消
費
性
向
立
す
影
響
、
霊
山
鑓
官
学
長
想
が
消
費
位
向
に
友
す
官
官

E
を
顧
慮
す
る
必
匂
が
あ
る
。
上
記
の
分
析
K
於
路
拡

、

段

式

振

1

い
て
は
一
模
型
量
超
一
巳
て

a
を
ヨ

y
z
タ
ン
ー
と
俄
定
し
た
が
、
枇
品
開
会
憶
の
平
均
的
消
費
位
向
を
想
定
す
る
ぜ
と
ほ
理
論
的
に
可

J

山
間
程

μ
h

d

U

1

 

能
で
あ
り
、
消
費
位
向
白
愛
化
M
H
乗
数
数
泉
質
現
白
期
聞
を
平
め
る
か
、
後
ら
す
か
の
問
題
に
過
ぎ
ぬ
。
而
も
従
来
自
分
析
の
背
後
川
町

也、下

d

↓

一

、

は

引

に
は
消
費
函
数
一
突
の
前
相
官
が
あ
る
a

E

の
荊
提
を
撤
去
し
て
、
所
得
増
加
に
件
仏
限
界
消
費
性
向
彊
減
L
極
限
に
於
い
で
零
陀
豆
町
一
聞

か
場
合
以
考
へ
得
ら
れ
よ
う
。
と
り
相
調
会
遡
滅
的
限
界
消
費
性
向
は
岡
氏
所
得
。
上
昇
乃
至
下
降
運
動
を
阻
止
ず
る
方
向
忙
作
用
す
一
一
同

T

d

 

る
で
あ
ら
う
。
然
し
現
貨
に
消
費
性
向
乃
至
節
約
悦
向
白
見
蛍
を
つ
切
る
に
常
り
、
例
へ
ぽ
ヨ
リ
y

・
タ
ラ
ア
ク
に
上
る
統
計
的
算
動
訓

叫

l
j

，

d

J

R

ロ
す

y

J

，

J

玩

-

定
法
冶
即
ち
数
個
の
一
所
得
階
級
別
の
節
約
曲
線
の
勾
配
。
加
重
平
均
を
と
り
、
一
恥
曾
金
健
の
節
約
性
向
従
っ
て
消
費
位
向
を
算
定
す
伊
蹴

る
方
訟
を
採
る
と
と
に
上
九
一
矢
白
書
的
平
均
的
消
費
回
数
JE想
定
し
て
も
賛
同
白
木
四
誌
は
竣

H
2ぃ
。

ノ

崎

吋

長
上
そ
加
需
品 J

原
則
，
室
長
は
1

企
業
者
が
生
産
手
段
の
需
一
苦
闘
し
て
河
よ
り
低
吠
の
生
産
段
階
よ
り
す
る
噌
同
一
管
支
配
苫
れ
一
一8

9

 

る
と
と
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
従
9
で
我
A

は
、
企
業
者
収
強
想
陀
よ
石
需
要
白
波
及
過
程
を
も
含
め
つ
h

加
強
度
原
則
を
現
解
せ
ね

3

1

J

乗

数

分

析

と

加

遅

配

原

則

・

第

六

十

巻

静

岡

・

千

六

郷

二

五

i'll 
吋実，

.〆

一亀

、~ミ

ー・、

、



句マ
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、
Y一 色 l

4討

，臥

r 
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〆

乗
数
分
析
正
力日
速
度 、
原
且w

/ 

P

第

六

十

魯

一

d
o

営
卓
会
披

ぽ
紅
ら
ね
。
加
法
皮
原
則
。
一
の
、
前
提
段
、
現
在
の
需
要
一
の
水
準
が
賂
来
も
支
配
す
る
で
あ
危
う
と
い
ぶ
と
と
、
即
ち
ヒ
ッ
ク
ス
的
。

i

的

る

世

表
現
K
よ
れ
ば
時
間
想
の
弾
力
性
(
巴
E
E
q
邑

Z
I
n
g
z
o旦
が
少
〈
と
も
一
で
あ
る
己
と
で
あ
れ
引
ι

然
し
乍
ら
謙
怨
は
加
速
度
原
リ
す
具

四
月
一
臨
隅

J

内
向
凶

の
品
世
間
加
を
促
進
す
る
方
向
へ
の
み
作
用
す
る
の
で
は
た
い
?
後
に
遁
名
、
る
か
ぐ
プ
固
定
資
本
を
多
景
一
一
応
必
要
と
す
る
産
業
陀
就
い
て
明
川
向

m

H

6

 

は
、
ヶ
イ
V

ズ
的
短
期
時
間
想
に
制
約
さ
る
札
所
少
〈
、
加
速
度
原
則
の
作
用
は
制
限
さ
れ
て
〈
弘
司
以
下
加
漣
度
原
則
。
作
用
に
加
羽
4
M
い

4

Z

巧
博

F

は

る

制

限

に

就

い

て

詳

述

-

し

上

う

唱

、

一

も

加

子

旧

L

L
一
)
設
皮
原
則
は
一
単
位

ρ消
費

z
f必
要
た
去
財
数
量
定
吉
己
と
、
即
ち
生
産
方
法
鑓
化
社
き

E
i、
及
び
企
料
開
問

事

者

供

給

K
制
限
た
と
一
と
を
前
提
と
す
る
。
警
の
前
提
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
一
現
貨
に
於
い
て
、
と
め

J

前
葉
県
一
へ
ら
一
判
明
諜
一

る
a
誌
の
は
極
め
て
特
殊
の
揚
合
で
あ
る
。
(
↓
一
)
加
漣
度
原
則
自
作
用
が
明
白
に
認
め
ら
る
L
O
は
、

J

主
と

L
て
流
動
資
本
に
闘
す
右
欄
一
川
副
刷
一

F

b
L巴

W
H
1
J
6
H
M

短
期
的
た
経
常
的
投
資
陀
就
い
て
よ
L
。
同
定
資
本
を
多
主
要
ナ
る
産
業
に
於
い
℃
祉
、
目
前
軍
事
加
が
直
に
設
備
の
増
間
叫
伽

加
と
在
っ
て
お
ら
は
れ
Z
と
と
は
た
い
。
(
一
一
一
v
加
強
度
原
則
白
未
ず
様
な
全
面
的
な
波
及
過
程
が
進
7
す
る
た
わ
に
は
、
そ
の
背
後
劃
民
一
時
樹

1

1

f

白

4
3
内

宮
幣
豊
富
犬
が
要
求
せ
ら
号
。
私
投
資
白
金
事
経
常
的
節
約
百
み
に
よ
か
尤
賄
は
れ
る
な
ら
ば
、
乗
数
|
加
速
度

i
乗

叩

mm，明

数
と
い
ふ
織
紋
的
作
用
は
中
絶
さ
れ
る
。
加
惑
度
原
則
は
銀
行
の
信
用
創
匙
、
而
も
弾
力
性
あ
る
信
用
供
給
と
結
合
し
て
始
め
て
そ
仙
沼
a
h

z
z
pは

判
。
号
制
限
は
乗
数
理
論
と
白
綜
合
を
す
る
と
き
幸
重
要
注
制
限
聖
書
た
る
ロ
(
四
)
加
速
度
覇
は
ー
叫
』
必

i

'

A

絹

?

b

ユ由
V
4《

H
'
一牛島
γ
パ
砂
子
5

4

f

一

L
u
z
h
z時

完
全
操
業
を
想
曲
、
と
す
る
。
削
ち
雲
市
内
郁
主
席
使
用
情
ガ
或
は
過
剰
?
?
〆
が
存
在
す
る
限
り
、
生
産
設
備
を
増
加
主
J
M
M
諒一

と
も
増
加
需
要
議
じ
得
る
ο

而
も
?
に
問
題
古
す
る
波
況
は
最
低
音
消
費
財
生
産
段
階

Z
E、
金
一
生
産
羽
程
を
翠
最
括
協

高
次
の
一
段
階
忙
及
ぶ
波
及
に
他
き
り
で
過
剰
設
備
の
脊
-
在
一
は
己
目
波
及
色
中
断
せ
し
め
る
と
と
に
た
る
↑
と
い
刊
に
閥
聯
し
だ
苧
十

5
E

ヂ
イ
λ
イ
シ
が
主
ト

lz

、

制

ペ
昔
は
東
一
新
、
需
要
の
問
題
で
あ
る
。
消
費
財
需
要
の
減
少
が
強
け
れ
ば
負
の
投
資
を
生
や
る
諜
で
あ
担
丸
前
清
一
歩
、
主
-

d 

六

>司



• 
ス
ル
ソ
ン
の
第
一
表
第
三
列
D
負
心
数
字
は
と
れ
を
そ
泊
主
主
示
す
も
白
で
あ
る
が
、
現
貨
に
は
と
の
数
字
は
認
容
し
難
い
。
テ
ィ

題
就
恥

…

l

l

 

ン
ベ
ル
ヂ
V

の
漣
よ
る
如
旬
、
か
L
る
負
。
投
資
は
更
新
の
範
閤
ま
で
し
か
趨
ら
ぬ
。
も

L
年
々
の
v

更
新
授
が
資
本
財
ズ
ト
ッ
ク
の
へ
出
品
問

建
白
喝

一
O
%
で
あ
る
な
ち
ば
、
手
D
ス
ト
ッ
ク
に
就
き
住
晶
一

O
M
以
主
の
投
資
減
は
不
可
能
で
昂
る
。
消
費
財
需
要
一
五
一
好
の
減
少
は

r

調
乙
叫

i
o
9
 

淵
強
度
原
則
り
一
部
ず
様
忙
酬
明
附
訴
時
一
五
%
の
減
少
量
来
す
己
と
は
あ
担
一
得
泣
い
。
、
向
、
上
建
白
加
漣
度
原
則
は
更
新
需
要
を
不
酷
う
'

、

D
b
脅

雪
之
主
仮
定
し
て
ゐ
る
。
然
し
固
定
設
備
例
ヘ
ぽ
機
械
の
存
積
年
限
十
年
主
在
、
十
年
伎
に
は
事
需
要
塁
〈
新
し
認
J

サ

?

ザ

イ

ス

-

ラ

イ

フ

、

府

普

集

古
来
準
に
抽
世
名
と
考
へ
ね
ば
』
す
り
ぬ
廿
而
も
機
械
白
使
用
可
能
期
間
永
け
札
ば
永
い
程
加
率
反
原
則
の
作
川
は
太
き
く
、
該
期
間
主
一
政
弼
翰

炉
、
ス
W
祖斜
F

M

棚
端
に
零
と
す
れ
ば
そ
白
作
用
政
金
〈
現
比
れ
ね
。
要
す
る
に
真
新
需
要
ば
キ
ャ
ピ
~
タ
ル
・
ス
ト
ッ
グ
の
量
ど
共
陀
務
化
じ
旦
っ
そ
ー
出
町
時
蜘

の
ム
ザ
続
年
限
ム
」
尖
陀
唆
化
ず
る
。
零
走
資
本
一
朗
自
関
長
3
時
訴
は
消
費
M

増
加
に
左
右
苫
る
」
白
お
守
り
す
ヘ
現
存
白
書
捌
由
民
融
冊
一
…
川

ヨ

)

嶋
崎
力
、
裂
明
そ
の
他
の
尊
重
苦
ょ

3
1
定
号
、
資
本
対
生
産
部
門
の
蓄
は
加
護
原
則
の
示
す
と
と
み
よ
り
遥
か
に
品
酢

f

少
凶
。
蓋
L
遊
休
設
備
あ
り
，
と
し
て
も
消
費
財
需
要
増
加
に
勝
巳
て
資
本
財
産
業
陣
於
い
て
は
川
多
少
一
と
も
投
資
へ
の

5
E
m日
印
刷
庄
間
物
哨

O
-
一へ
Z
向島

が
存
す
恥
と
は
一
一
i
へ
、
在
加
速
度
原
則
物
示
す
程
で
は
な
い
か
ら
で
b
る

0
7ン
ベ
ル
ゲ
ン
に
煉
れ
ば
ぷ
堅
苦
形
態
宮
川
町
一
臨
め

〆
い
は
官
主
張
へ
す
与
語
hF
の
加
謹
畳
一
昨
郎
ピ
於
け
る
周
防
係
数

(A同

E
。
;
Z
R
E
)
日
富
財
生
産
の
艶
動
と
斐
本
財
ス

T
Z暴
動
之
，
♂
丸

J
h一叩一

諭

u
け
段

。
に
闘
す
る
同
蹄
曲
線
の
勾
配
)
は
一
で
め
る
が
、
現
賢
也
統
計
に
よ
っ
て
得
た
る
そ
の
値
は
、
鎖
迫
撲
に
闘
し
一
八
七
O
年
よ
り
一
九
一
掲
c
治
敬
、

今

一

前

叩

に

情

。
年
に
瓦
る
期
間
、
~
来
、
伸
、
及
び
相
側
一
の
各
闘
に
就
い
て
夫

A
0
・
五
三
、

0
・
四
四

3
0・
四
大
、
従
っ
て
と
れ
よ
り
定
ま
る
消
費

l

，
論
回

土
町
理
永
一

財
生
産
増
加
と
資
本
財
に
於
け
る
新
投
資
日
と
の
相
関
関
係
位
、
所
調
加
輩
出
回
川
則
。
↓
不
十
励
。
宇
佐

A

で
あ
る
包
一
務
副
刷
業
、
海
建
設
に
調
理

、

ω

高
日
は
い

於
い
れ
で
は
加
漣
度
原
則
の
作
用
た
〈
相
閥
闘
係
の
見
る
べ
き
も
の
は
得
ら
れ
唱
。
一
テ
イ
シ
ペ
ル
グ
ン
の
右
白
他
は
、
比
較
的
に
長
期
)
)
-

1
2
 

的
問
定
設
備
多
白
色
業
民
就
い
て
待
先
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
芯
の
、
翠
白
土
人
屯
し
て
↓
万
来
加
速
度
原
則
の
被
果
が
誠
ぜ
ら
Z
L
害
?

4

4

/

命

胡

皆

・

子

市

灘

~ • 

、

噛
市
教
分
析
?
と
加
沼
産
原
則

第
六
+
巻

ヨ王

七

佐、

ρ 

上

修

¥ 



叫

J

M

東
数
分
析
、
と
抑
謹
度
原
則

g 、

¥ 

z 

d

五
一
一
億
四
・
苧
由
競

あ
る
。
撚
し
加
護
度
原
則
は
産
業
一
般
に
於
け
る
傾
向
を
問
題
と
す
る
故
、
志
の
数
字
は
更
に
小
と
た
る
空
白
で
必
b
、

串

↑

の

産

業

r

'

ι
っ
き
緑
、
れ
た
る
己
れ
ぽ
の
値
比
少
〈
と
も
加
迩
度
原
則
の
一
現
貨
に
於
け
る
限
-
界
を
興
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ヤ
一
、
叫
川
崎
一

A“
y

h

臼
沌

漏
れ
刊
す
り
也
氏
加
速
度
原
則
の
示
す
関
係
ば
極
め
て
複
雑
且
つ
不
確
定
で

bIJH
、
私
投
資
は
利
潤
卒
、
資
本
財
悦
格
及
び
数
輩
、
利
子
叶
絹

4

憐

歩
合
等
比
光
右
さ
る
6
A

所
大
宮
〈
、
消
費
財
生
産
の
制
型
化
工
吋
生
ヂ
る
資
本
財
生
産
白
一
被
動
は
、
加
議
皮
原
則
の
一
部
す
所
よ
り
暗
唱
に
即
舟

J
F
 

小
で
あ
る
と
と
は
霊
七
宮
ぃ
。
従
つ
で
謹
度
原
則

E
A較
的
組
苦
意
味
に
於
い
苦
み
、
費
本
塁
岸
部
門
が
消
費
〆
品

川
畑
生
陸
部
門
よ
b
も
強
い
鑓
動
を
行
ふ
占
ヤ
ム
傾
向
を
一
示
す
に
は
筒
慣
値
あ
り
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
一
般
に
型
論
的
に
は
、
ャ
乗
…
日
中
間
…

。b-
u

E

敢
闘
係
は
加
速
度
闘
係
を
生
み
、
F
加
速
度
開
係
は
再
び
乗
数
闘
係
を
生
巴
も
と
れ
ら
の
複
雑
な
相
互
関
係
が
累
積
し
て
ゆ

rも
?
と

h
叩
知

考
へ
ら
れ
る
ノ
然
L
現
貧
民
ぽ
ま
た
政
府
支
出
或
は
私
投
資
の
増
大
が
(
ご
生
産
貯
慣
絡
を
引
上
げ
、
(
一
一
)
利
子
、
歩
合
を
引
上
げ
、
、
J

叫
肌
い
鵬

年
即
山
本

合
一
一
)
政
附
赤
字
支
州
の
扮
大
忙
劉
ず
る
国
民
の
冶
迎
的
不
安
を
賊
戒
す
る
易
合
、
或
は
現
下
の
我
闘
に
於
け
る
如
く
民
需
消
費
財
生

v

恥
明
暗

俸
に
大
た
る
加
刷
協
の
加
へ
ら
る
る
揚
合
、
に
あ
っ
て
は
、
右
の
回
語
的
相
互
作
用
は
制
動
せ
ら
?
丙
能
性
が
土
。
!
そ

htiA忙
u
m
M制

定
の
粧
消
欣
態
、
例
へ
ば
沈
滞
占
り
上
昇
へ
の
気
運
熟
せ
包
揚
合
民
於
い
て
は
、
柵
原
則
の
作
則
は
比
較
的
純
粋
に
あ
包
は
れ
る
と
創
出
川
部

民
吋
凶
過

見
九
一
れ
励
。
〆

h

/

Z

J

卜

P
九
四
日
峨

〆

d
~
L
4岬

川
町
一
J
閉

I
L
S
[
 

現
貨
の
問
題
に
限
を
時
じ
主
ラ
。
少
く
と
も
孜
凶
に
於
い
一
て
は
租
税
収
入
は
歳
出
納
徽
の
一
八
%
、
共
他
の
諸
げ
入
七
%
K
過
ぎ
れ
凶
同
一
蜘

e
C
日
曜

占
七
時
間
り
七
五
日
乃
は
専
ら
公
債
の
牧
入
に
じ
れ
を
仰
い
で
ゐ
る
(
昭
和
十
九
年
度
建
都
)

O

A

他
の
儲
闘
に
仲
立
脚
し
て
右
の
百
分
講
師
事
し
4
卦

M
h
且
叫

江
町
白

J
背

債
に
倒
せ
る
部
氏
は
一
町
一
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う
が
蕊
比
は
倒
れ
向
。
)
要
す
る
に

E
額
の
歳
出
D
財
源
は
殆

E
公
債
に
依
存

τる
。
而
4
そ

)
)
)
)
 

1
3
4
5
6
 

0
会
債
ば
1
本
銀
行
引
受
と
い
ふ
労
法
民
よ
り
て
賄
は
れ
る
。
創
逃
さ
れ
た
日
銀
券
は
来
政
現
論
の
数

ιる
如
〈
、
正
に
節
約
率
分

4
4
4
4

静
六
十
巻

丹、

ダ

.‘ 

メ



の
一
だ
け
の
閥
民
所
得
附
加
と
た
っ
て
あ
ら
は
れ
る
。
と
の
柄
加
傾
は
無
限
の
期
間
後
白
そ
れ
で
あ
る
が
、
偲
り
民
所
得
同
特
期
間

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

三
ヶ
月
と
し
て
一
年
後
の
国
民
所
得
増
加
傾
K
就
い
て
言
ふ
も
「
政
府
の
公
債
羽
田
符
は
そ
れ
と
同
額
の
剛
氏
所
得
の
靖
加
を
資
ず
」

左
錦
す
議
論
は
絶
叫
劃
一
陀
静
露
で
あ
る
。
而
も
節
約
率
は
v

保
賊
及
び
物
資
不
足
に
よ
る
消
費
性
向
減
少
を
考
慮
に
入
る
主
と
し
て

も
、
他
方
持
働
者
の
所
得
増
加
は
節
約
率
を
減
小
せ
し
む
る
方

W
K
作
用
す
る
も
の
と
息
は
れ
る
o

節
約
卒
が
一
を
離
れ
れ
ば
離
れ

る
程
、
、
乗
数
理
論
の
作
用
は
そ
れ
だ
け
大
宮
い
。
右
は
公
債
消
化
、
百
%
と

L
て
O
議
論
で
必
る
。

現
賞
に
は
少
〈
Y
」
も
数
バ
ア
セ
ン
干
の
未
消
化
U
公
債
が
市
組
閣
に
残
視
す
る
。
保
曲
慨
を
離
れ
て
考
ふ
る
限
り
、

E
れ
は
結
局
産
業
、

資
金
と
し
て
放
向
吐
ち
れ
乗
数
理
論
白
一
不
ナ
如
吉
岡
民
所
得
増
加
色
粛
す
ロ
相
方
軍
需
財
需
要
の
念
増
は
加
速
度
原
則
の
指
示
す
る

如
〈
建
設
言
る
べ
き
同
定
資
本
D
資
本
領
値
を
、
増
産
さ
る
J

へ
昔
軍
需
品
債
額
の
数
倍
詮
ら
L
め
、
資
本
財
産
業
忙
於
い
て
必
要
と

さ
る
i
A

資
金
は
広
大
と
な
ち
ざ
る
を
得
ね
。
か
く
じ
て
増
大
せ
る
産
業
資
金
の
需
要
が
節
約
及
ぴ
先
の
未
消
化
公
債
に
等
し
昔
日
銀

信
用
民
主
b
て
賄
は
れ
る
範
闘
を
超
過
す
る
部
分
に
就
い
て
は
新
に
日
銀
白
信
用
創
遣
が
要
求
せ
ら
れ
、
と
れ
が
闘
民
所
得
増
加
に

拍
車
を
か
け
る
諜
で
あ
る

J

J

L

か
〈
し
て
増
大
せ
る
岡
民
所
得
は
、
民
団
刷
消
費
財
の
増
加
を
遜
じ
更
に
加
速
度
版
則
の
一
石
ず
件
用
を
棲
む
警
で
あ
る
が
、
民
需
に

闘
す
る
限
り
と
白
塗
は
一
憾
遮
断
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

5
0
従
う
だ
不
足
せ
る
民
需
消
費
財
院
封
ず
る
腕
買
力
D
念
増

は
、
必
然
的
に
間
相
揚
白
急
騰
を
来
し
、
イ
ン
フ
レ
ェ
シ
ヨ

V

跳
梁
の
危
険
は
錠
ミ
加
は
る
。
而
も
現
賢
の
欣
勢
は
赤
字
会
債
の
蹴
現

行
と
軍
需
琳
需
要
ベ
亡
を
益
ミ
増
大
せ
し
め
、
プ
レ
シ
ア
=
・
ツ
ロ
オ

2
5
皐
げ
た
る
一
滴
渇
近
年
ベ
の
事
賞
、
的
即
ち
岡
民
所
得
増
加
が
直

、

ち
に
消
費
に
向
け
ら
れ
や
し
て
負
債
白
償
還
、
轍
入
品
購
入
に
あ
て
ら
れ
た
事
貨
は
現
貨
の
我
図
忙
は
認
め
ら
れ
白
川
、
而
も
他
方
軍

需
産
業
へ
の
融
資
ま
た
殆
ん

E
命
令
的
な
石
事
貨
は
、
乗
数
日
加
速
度
数
岡
市
を
金
一
面
的
に
作
凋
せ
し
む
る
傾
向
あ
り
と
見
ね
一
ぽ
一
な
ら

果
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ヨ
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b 

• w 

静
岡
・
亙
・
同
腕

ぬ
o¥デ
歩
諮
っ
て
加
速
度
原
則
。
作
用
微
市
左
官
と
「
し
で
も
圏
内
所
得
は
乗
数
理
論
の
一
一
小
す
&
己
る
を
下
限

と
し
て
増
加
し
つ

L
あ
る
替
で

b
z
o

概
括
的
な
る
以
上
町
観
鮪
よ
}
ず
る
若
平
川
の
結
論
を
簡
単
位
附
記

L
ょ
う
。
卸
ち
第
一
に
暗
躍
算
由
同
栄
町
刊
で

あ
る
が
ャ
主
唱
し
換
算
白
中
に
今
日
の
段
階

ι及
ぶ
も
未
だ
便
乗
的
或
は
不
念
の
も
の
が
混
在
す
る
・
と
す
れ
ば
、

と
れ
は
速
か
に
除
か
れ
ね
ば
な
‘
b
戸
時
。
第
二
に
公
債
白
日
銀
引
受
と
い
ふ
方
法
の
検
討
ゼ
一
あ
り
、
他
方
会
債

の
完
全
消
化
の
方
法
が
強
行
さ
る
べ
主
で
あ
る
。
第
二
一
に
消
費
節
約
の
強
化
。
卸
ち
消
費
性
向
在
抑
制
し
で

い
ほ
ど
乗
数
数
田
市
在
制
限
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
ト
第
四
忙
産
業
資
金
の
問
題
で
あ
る
。
阪
に
述
べ
に
様
に
産
紫
資

金
と
し
て
白
資
金
撒
布
は
物
債
水
準
に
針
し
て
政
府
赤
字
公
債
の
資
金
撒
布
と
同
様
の
作
用
を
替
む
。
産
業

資
金
D
放
出
に
は
慎
重
た
る
方
策
が
加
へ
ら
る
べ
昔
で
あ
る
。

右
白
う
ち
若
干
の
項
目
に
関
聯
し
て
着
待
遇
切
去
る
措
置
が
寅
施
せ
ら
れ
つ
L
あ
る
が
、
要
す
る
巴
財
政

〆
に
よ
る
資
金
撒
布
白
問
題
に
政
策
の
中
町
が
置
か
る
べ
き
で
あ
り
、
財
政
金
融
府
側
面
か
ら
の
資
金
統
制
の

強
化
が
緊
念
の
課
題
で
あ
る
。

帯
数
分
訴
と
加
速
度
原
則
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和
+
九
年
↑
二
月
中
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